
  

             

 

 

⑴  令和７年３月１日 いもこじ第５９号         日置地区社会教育振興会 

昨
年
４
月
、
鹿
児
島
市
よ

り
本
市
へ
赴
任
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
職
と
変
わ

り
、
事
業
が
上
手
く
い
く
よ 

う
サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場
に
変
わ
っ
た
。 

 

そ
ん
な
中
、
私
が
大
切
に
し
た
こ
と
は
、

ど
の
よ
う
な
事
業
を
し
て
い
る
か
、
そ
こ
に

関
わ
る
人
は
ど
の
よ
う
な
方
な
の
か
、
そ
の

現
場
に
行
っ
て
み
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

高
齢
者
向
け
の
「
３
Ｂ
体
操
」
の
講
座
は

ど
ん
な
運
動
を
し
て
い
て
講
師
の
先
生
は

誰
な
の
か
、
朝
７
時
30
分
か
ら
し
て
い
る

交
通
安
全
啓
発
活
動
「
旗
の
波
」
は
ど
ん
な

活
動
な
の
か
、
な
ぜ
旗
の
波
な
の
か
、
実
際

行
っ
て
み
る
と
よ
く
分
か
る
。
夜
の
会
議
や

土
日
の
会
合
に
も
可
能
な
限
り
参
加
し
た
。

す
る
と
、
上
手
く
い
っ
て
い
る
事
業
、
課
題

が
あ
る
事
業
が
見
え
て
き
た
。
改
善
策
が
浮

か
ぶ
時
も
あ
る
が
、
浮
か
ん
で
こ
な
い
時
は

地
域
の
方
の
助
言
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
。 

ま
た
、
地
域
の
方
か
ら
い
ち
き
串
木
野
市

を
盛
り
上
げ
る
町
づ
く
り
に
対
す
る
熱
い

思
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
私
に
は
、
そ

の
熱
い
思
い
に
応
え
る
べ
く
気
力
が
湧
い

て
く
る
。 

 
 今

、
職
員
に
は
現
場
の
大
切 

さ
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

教
員
に
な
る
前
、
営
業
マ
ン
と
し
て
過
ご

し
て
き
た
礎
（
い
し
ず
え
）
が
今
で
も
生
き
て
い

る
と
感
じ
る
。 現

場
を
大
切
に
す
る 
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い
も
こ
じ 日

吉
地
域
「
熊
野
子
ど
も
会
」
は
地

域
に
貢
献
す
る
活
動
を
、「
北
区
子
ど
も

会
」
は
、
少
人
数
で
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
た
子
ど
も
会
活
動
を
発

表
し
ま
し
た
。 

日
置
市
「
関
ケ 

原
戦
跡
踏
破
隊
」 

と
「
岐
阜
県
大
垣 

市
青
少
年
交
流
事 

業
」
の
体
験
活
動 

で
は
、
新
た
な
出 

会
い
と
交
流
を
通 

し
て
貴
重
な
体
験
が
で
き
、
大
き
な
自

信
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ

ま
し
た
。 

 

 

★
九
州
地
区
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
【
感
謝
状
】 

〇
松
尾 

四
男
（
日
置
市
） 

★
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰 

〇
照
島
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
（
い
ち
き
串
木
野
市
）  

〇
つ
つ
じ
ケ
丘
１
区
子
ど
も
会
育
成
会
（
日
置
市
） 

★
県
優
良
少
年
少
女
団
体
表
彰 

〇
平
島
子
ど
も
会
（
十
島
村
） 

★
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰  

〇
土
橋
子
ど
も
会
（
日
置
市
） 

〇
諏
訪
子
ど
も
会
（
日
置
市
） 

〇
野
平
地
区
子
ど
も
会(

い
ち
き
串
木
野
市
）  

〇
川
上
ハ
ッ
ピ
ー
子
ど
も
会(

い
ち
き
串
木
野
市
）  

〇
諏
訪
之
瀬
島
子
ど
も
会
（
十
島
村
） 

12
月
７
日
（
土
）
、
日
置
市
冨
ケ
原
組
福
祉
プ
ラ
ザ
（
日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

で
開
催
さ
れ
、
地
区
内
１
７
９
人
の
子
ど
も
会
員
や
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。 

大会は，日新子ども会の勇壮なお田植え踊り
（鎌踊り）で幕を開けました。開会行事では、松下
良照地区子ども会育成連絡協議会会長のあいさ
つに続き，奥善一日置市教育長の祝辞がありまし
た。地区表彰，九州・県の伝達式も行われました。 
 

子
ど
も
会
活
動
・
体
験
活
動
発
表
等 

 

祝受賞 おめでとうございます 

  

 

数
多
く
の
実
績
が
あ

る
い
ち
き
串
木
野
市
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

「
チ
ェ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
」

は
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、率
先
し
て
行

動
し
て
い
る
こ
と
を
多
く

の
実
践
を
交
え
な
が
ら
、

発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

、 

関ケ原戦跡踏破隊の様子 

日
吉
地
域
読
書
大
会 

 

「
わ
た
し
の
一
行
」
発
表 

 
 

日
吉
学
園
後
期
課
程
生
９
名
が
、
わ
た
し

の
一
行
と
題
し
、
自
分
の
好
き
な
本
か
ら
一

行
を
選
ん
で
、
そ
の
一
行
に
関
す
る
思
い
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
発
表
し
ま
し
た
。 

  

 
発表スライド資料より 

「地域の子どもは地域で育てる」 

「子どもは地域の宝」 

「ひとの子も わが子も  
みんな地域の子」 

 

  

日
吉
町
の
昔
話 

 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
ひ
よ
し
ひ

ま
わ
り
お
は
な
し
会
」
に

よ
る
日
吉
町
の
昔
話
「
草

見
の
石
垣
た
ん
ぼ
」
の
読

み
聞
か
せ
に
は
、
多
く
の

子
供
た
ち
が
前
に
並
ん
で

聞
い
て
い
ま
し
た
。 

ま
だ
21
歳
。
し
か
し
、
も
う
プ
ロ
４
年
目
で
す
。 

野
球
を
頑
張
っ
て

い
る
９
年
生
の
上
口

さ
ん
は
、『
不
可
能
を

可
能
に
す
る
大
谷
翔

平
１
２
０
の
思
考
』
の

本
か
ら
右
の
一
行
を

選
び
、
大
谷
選
手
の
哲

学
か
ら
学
ん
だ
こ
と

を
今
後
に
生
か
し
て 

発表してくれた日吉学園の皆さん ボランティアによる読み聞かせ 

い
き
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

 

あいさつをする松下会長 日新子ども会のお田植え踊り 



. 

 

鹿
児
島
独
自
の
芸
者
文
化「
て
こ
し
ゃ
ん

せ
ん
」
を
継
承
し
て
い
ま
す
。 

三
味
線
に
魅
了
さ
れ
、伝
統
文
化
を
残

す
た
め
に
苦
労
し
て
芸
を
身
に
付
け
て

き
た
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
講
演
と
併
せ
て
、
演
舞
も
あ

り
ま
し
た
。
か
わ
い
ら
し
い
芸
達
者
の

子
供
を
含
む
舞
や
三
味
線
、唄
は
も
ち
ろ

ん
、小
糸
氏
の
鹿
児
島
弁
を
交
え
た
軽
妙

な
ト
ー
ク
が
場
を
和
ま
せ
、参
加
者
を
大

い
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

⑵  令和７年３月１日 いもこじ第５９号        日置地区社会教育振興会 

日
置
地
区
生
涯
学
習
推
進
大
会
が
２
月

２
日
（
日
）
、
い
ち
き
串
木
野
市
市
民 

 
 

 

  
 

 
 

 
 
 

 

❖
前
結
び
着
物
着
付
け
講
座(

日
置
市)  

 
 

        

❖
エ
ン
ジ
ョ
イ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
「
ズ
ン
バ
」(

い
ち
き
串
木
野
市)  

         

❖
コ
ー
ラ
ス
は
ま
ゆ
う(

い
ち
き
串
木
野
市) 

 

      

ぜ
歌
舞
伎
が
？
」
と
不
思
議
に
思
わ
れ
る

方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
俊

寛
」
と
い
う
歴
史
上
の
人
物
を
題
材
に
し

た
歌
舞
伎
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。
俊
寛
は
、

平
安
時
代
に
平
清
盛
に
よ
っ
て
島
流
し
の

刑
に
処
さ
れ
た
有
名
な
お
坊
さ
ん
で
す
。 

そ
の
流
刑
の
島
が
三
島
村
の
硫
黄
島
で

し
た
。
中
村
勘
九
郎
さ
ん
の
父
親
の
18

世

中
村
勘
三
郎
さ
ん
が
是
非
、
実
際
の
舞
台

と
な
っ
た
硫
黄
島
で
歌
舞
伎
を
演
じ
て
み

た
い
と
い
う
こ
と
で
最
初
に
実
現
し
た
の

が
平
成
８
年
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、
平

成
14

年
に
第
二
回
目
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
10

年
後
、
勘
三
郎
さ
ん
は
帰
ら

ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
息
子
の

勘
九
郎
さ
ん
は
そ
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、

十
三
回
忌
に
合
わ
せ
て
、
三
回
目
の
硫
黄

島
公
演
を
実
現
さ
せ
た
の
で
す
。 

 

当
日
天
気
予
報
は
、
雨
だ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
夜
は
星
空
も
時
折
顔
を

出
し
、
悲
し
く
も
切
な
い
潮
騒
の
旋
律
が

聞
こ
え
る
絶
好
の
公
演
日
和
と
な
っ
た
の

で
す
。「
奇
跡
が
起
こ
り
ま
し
た
」
と
感
激

す
る
勘
九
郎
さ
ん
の
言
葉
に
会
場
は
感
動

に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

わ
が
町
か
ら
～
三
島
村
教
育
委
員
会 

わ
が
町
か
ら
～
三
島
村
教
育
委
員
会 

祝 受賞  
おめでとうございます 

(順不同・敬称略) 

★
子
供
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
・
図
書
館
・
団
体 

 

文
部
科
学
大
臣
表
彰 

〇
串
木
野
小
学
校
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

「
花
さ
き
山
」 

★
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の

一
体
的
推
進
」
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰 

〇
旭
小
学
校
区
地
域
学
校
協
働
活
動 

★
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
表
彰 

〇
い
ち
き
串
木
野
市
立
羽
島
中
学
校  

 

★
県
優
良
グ
ル
ー
プ
表
彰
（
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会
）

〇
む
ぎ
ば
た
け
お
は
な
し
会
（
日
置
市
） 

★
県
文
化
財
功
労
者
表
彰 

〇
池
上 

成
昭
（
日
置
市
） 

★
日
置
地
区
社
会
教
育
振
興
会
表
彰  

〇
東 

清
剛
（
日
置
市
）
〇
満
尾 

利
親
（
日
置
市
） 

〇
平
川 

香
代
子(
い
ち
き
串
木
野
市
）  

〇
い
ち
き
串
木
野
市
音
楽
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会  

 

等
に
尽
力
さ
れ
た
個
人
や
団
体
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
・県
に
お

い
て
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
伝
達
も

併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

講 

演 
 
 
 
 

 
 

 

「
明
日
に
向
か
っ
て
ち
ん
と
ん
し
ゃ
ん
」 

 

三
島
村
歌
舞
伎
「
俊
寛
」 

～
こ
れ
か
ら
も
紡
が
れ
て
い
く
縁
～ 

 

10

月
22

日
、

三
島
村
歌
舞
伎

「
俊
寛
」が
硫
黄

島
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

「
三
島
村
で
な 

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
約
３
５
０
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

大
会
は
、串
木
野
小

学
校
読
み
聞
か
せ
グ

ル
ー
プ
「
花
さ
き
山
」

（
子
供
の
読
書
活
動
優
秀
団

体
文
部
科
学
大
臣
賞
）
の 

 

日
置
市
中
央
公
民
館
自

主
講
座
の
グ
ル
ー
プ
で

す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
帯

を
結
ぶ
「
帯
舞
」
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。
鏡
を

見
る
こ
と
な
く
き
れ
い
に

結
ぶ
舞
に
多
く
の
人
が
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。 

い
ち
き
串
木
野
市
自
主

講
座
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

ラ
テ
ン
系
の
陽
気
な
音
楽

を
使
っ
た
ダ
ン
ス
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
の
魅
力
を
存
分
に

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
笑
顔
で
踊
る
姿
に
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

市
来
地
域
公
民
館
で
集

ま
っ
た
コ
ー
ラ
ス
メ
ン
バ
ー

で
す
。「
銀
色
の
道
」「
私
の

太
陽
」「
大
き
な
古
時
計
」

の
３
曲
、
初
め
て
の
発
表

で
し
た
が
、
素
敵
な
コ
ー

ラ
ス
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

開
会
行
事 

 
 

 
 

 

中
屋
謙
治
会
長
（
い

ち
き
串
木
野
市
長
）
の
開

会
の
あ
い
さ
つ
＝
写
真
、

中
里
純
人
市
議
会
議

長
、
吉
留
厚
宏
県
議
会

議
員
の
祝
辞
の
後
、
地

区
・
市
の
社
会
教
育 

住
吉

す
み
よ
し

小
糸

こ

い

と

 

氏 

  

 

 

活
動
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。＝
写
真
右 

 

 

 

 

住
吉
小
糸
氏
は
、
い
ち
き
串
木
野
市

を
拠
点
に
活
動
す
る
住
吉
社
中
の
代
表 

講師の住吉小糸氏 

で
す
。
住
吉
社
中

は
、
明
治
時
代
か

ら
続
く
伝
統
芸
能

を
唯
一
守
り
続
け

て
い
る
団
体
で
す
。

県
内
に
も
か
つ
て

多
く
い
た
と
い
う 



 

⑶  令和 7 年 3 月１日 いもこじ第５９号        日置地区社会教育振興会 

い
ち
き
串
木
野
市
地
域
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
は
、
令
和
７
年
１
月
７
日
、
児
童
養

護
施
設
の
子
供
た
ち
に
向
け
た
「
愛
の
餅

贈
り
」
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

３
代
目
奥
田
ノ
ブ
会
長
の
時
に
、
戦
争
孤

児
が
、
正
月
に
お
雑
煮
を
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
と
女
性
会
員
が
餅
を
集
め
て
配
布
し

た
の
が
始
ま
り
で
、
今
年
で
76

年
目
を
迎

え
ま
す
。
今
は
衛
生
面
を
考
え
、
各
集
落
か

ら
集
め
て
い
た
餅
は
、
お
店
で
購
入
し
て

贈
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

       
 

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎

年
こ
の
時
期
に
い
た
だ
け
る
こ
と
に
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
、
昭
和
27

年
１
月

７
日
の
南
日
本
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
記
事
に
は
６
つ

の
養
護
施
設
に
約
千
個
の
餅
が
届
け
ら
れ

た
こ
と
と
、
ル
ー
ス
台
風
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
串
木
野
市
民
が
各
方
面
か
ら
の

支
援
を
受
け
、
よ
う
や
く
立
ち
上
が
れ
た

こ
と
に
謝
意
を
表
す
る
意
味
を
込
め
て
、

市
来
婦
人
会
と
協
力
し
、
愛
の
手
を
さ
し

の
べ
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

各
施
設
で
は
、
子
供
た
ち
が
、
雑
煮
や
ぜ
ん

ざ
い
、
焼
き
餅
な
ど
に
し
て
喜
ん
で
食
べ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。 

 

わ
が
町
か
ら
～
い
ち
き
串
木
野
市
教
育
委
員
会 

 

わ
が
町
か
ら
～
い
ち
き
串
木
野
市
教
育
委
員
会 

 

県ＰＴＡ活動研究委嘱公開  ～ ～ 

「
愛
の
餅
贈
り
」
市
女
性
連 

 

当
日
は
、
報
徳
学
園
、
友

愛
学
園
、
仁
風
学
園
の
児

童
養
護
施
設
と
児
童
発
達

支
援
施
設
て
ん
と
う
虫
の

４
施
設
に
計
６
５
０
個
の

餅
を
配
布
し
ま
し
た
。 

仁
風
学
園
松
林
園
長
は 

ｉ
（あ
い
）
が
い
っ
ぱ
い
あ
い
さ
つ
運
動 

社
会
教
育
課
で
は
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
あ

い
さ
つ
運
動
に
取
り
組
み
、
愛
に
あ
ふ
れ
る

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
、
夏
季

休
業
中
、市
内
小
・
中
学
生
を
対
象
に
標
語
・

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
募
集
を
し
ま
し
た
。
標

語
の
部
に
２
５
８
人
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に

２
１
０
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
各
学
年

で
優
秀
賞
を
決
定
し
（
中
学
校
は
応
募
数
に

よ
り
全
体
で
一
点
）、
そ
の
中
か
ら
最
優
秀

賞
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
             庁

舎
、
交
流
セ
ン
タ
ー
、
小
・
中
・
高
等
学

校
、
串
木
野
特
別
支
援
学
校
に
掲
示
し
て
い

ま
す
。 

 

市
来
小
３
年 

 

川
畑
珀
斗 

【標語】《最優秀賞》 

【シンボルマーク】 
《最優秀賞》 

 

川
上
小
５
年 

 
 

 
 

 

内
田
創
大  

表
彰
式
は
、
昨
年
11

月

30

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

た
市
子
ど
も
会
大
会
で
行

い
ま
し
た
。
受
賞
者
の
作

品
は
、
の
ぼ
り
旗
や
ポ
ス

タ
ー
に
し
て
市
内
公
共
施

設
、
串
木
野
庁
舎
、
市
来 

ich
ikiku

sh
ikin

o
sh

i

（
い
ち
き
串
木
野
市
）

に
は

ｉ
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。 

今
後
は
、
愛
に
溢
れ
、
あ
い
さ
つ
溢
れ

る
明
る
い
街
に
向
け
、
市
民
総
ぐ
る
み
で

あ
い
さ
つ
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

谷川敬鹿児島教育事務所長  

 

 

 

受賞者の皆さん 各学校の発表者 

 

《
参
加
者
の
感
想
・意
見
等
》 

 

 

  

 

 

  

ふるさとの良さをつなぐ PTA 活動 



  
 
 

 
 
 

 
 

 

いもこじ第５９号        日置地区社会教育振興会 ⑷ 令和７年３月 1 日 

  

 
 

   

「
妙
円
寺
詣
り
の
歌
暗
唱
大
会
」
は
、
関

ケ
原
の
戦
い
で
、
敵
中
突
破
を
行
っ
た
島
津

義
弘
公
の
勇
気
と
決
断
力
を
学
ぶ
た
め
に
、

日
置
市
教
育
委
員
会
が
主
催
、
伊
集
院
地
域

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
が
共
催
と
な
り

行
っ
て
い
ま
す
。 

       22

番
ま
で
完
唱
を
目
指
す
「
月
色
コ
ー
ス
」、

１
番
か
ら
15

番
ま
で
完
唱
を
目
指
す
「
烏
頭

坂
コ
ー
ス
」、
そ
し
て
、
複
数
の
児
童
生
徒
で

１
番
か
ら
22

番
ま
で
完
唱
を
目
指
す
「
団
体

コ
ー
ス
」
に
分
か
れ
て
、
練
習
し
て
き
た
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。「
月
色
コ
ー
ス
」
で
は

21

人
、「
烏
頭
坂
コ
ー
ス
」
で
は
32

人
、「
団

体
コ
ー
ス
」
で
は
48

組
の
児
童
生
徒
が
「
完

唱
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

「
月
色
コ
ー
ス
」
で
完
唱
し
た
児
童
生
徒

は
、
10

月
26

日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
「
第
74

回
妙
円
寺
詣
り
行
事
大
会
奉
納
行
事
」
で
、

暗
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。 

今
年
で
33

回
を
終
え
た
こ
の
大
切
な
行

事
を
、
今
後
も
更
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

編集後記 
11
月
19
日
（
火
）
の
日
置
地
区
文
化
財
担

当
者
等
研
修
会
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
充
実
し

た
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。 

      

大
汝
牟
遅
神
社
の
「
千
本
楠
」
社
叢
で
は
、

一
か
所
に
古
い
大
楠 

が
集
中
し
、
地
を
這 

う
よ
う
に
横
へ
伸
び 

る
巨
大
な
枝
が
み
ら 

れ
る
独
特
の
景
観
に 

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
火
山
地
形
を
活
用
し
た
南
九
州
特
有 

        

を
知
る
有
意
義
な
研
修
に
な
り
ま
し
た
。 

 

わ
が
町
か
ら
～
十
島
村
教
育
委
員
会 

 

伊
作
流
鏑
馬
が
記
録
と
し
て
出
て
く
る

の
は
天
文
７
（
１
５
３
８
）
年
で
す
。
伊
作
（
現 

日
置
市
吹
上
町
）
領
主
島
津
忠
良
は
、
流
鏑
馬

を
奉
納
す
る
と
の
誓
い
を
立
て
て
加
世
田

城
攻
め
の
戦
勝
を
祈
願
し
、
そ
の
願
い
が
叶

っ
た
た
め
、
毎
年
奉
納
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
４
８
７
年
の
歴
史

を
持
つ
流
鏑
馬
は
、
宮
下
・
宮
内
両
家
の
世

襲
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

63

年
に
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、
以
来
、
地
域

の
人
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

奉
納
当
日
の
早
朝
、
射
手
た
ち
は
、
吹
上

浜
で
塩
浜
入
り
し
、
身
を
清
め
た
後
、
神
社

正
面
の
鳥
居
の
前
で
「
あ
げ
馬
」
の
儀
式
を

行
い
ま
す
。
あ
げ
馬
は
、
神
前
に
向
か
っ
て

祝
詞
を
あ
げ
、
流
鏑
馬
法
と
魔
除
け
の
九
字

を
切
り
ま
す
。
そ
し
て
、
先
に
別
当
の
一
人

が
駆
け
足
で
馬
場
を
祓
い
ま
す
。
騎
馬
が
駆

け
出
す
と
、
も
う
一
人
の
別
当
が
そ
の
後
を

追
っ
て
、
矢
を
拾
い
ま
す
。
一
度
目
の
馬
駆

け
は
試
走
で
、
騎
手
は
手
綱
を
取
っ
て
い
ま

す
が
、
二
度
目
か
ら
の
本
番
で
は
手
綱
を
放

し
、
三
的
目
掛
け
て
次
々
に
矢
を
放
ち
ま

す
。
こ
れ
を
三
回
繰
り
返
す
間
、
的
に
矢
が 

 

わ
が
町
か
ら
～
日
置
市
教
育
委
員
会 

わ
が
町
か
ら
～
十
島
村
教
育
委
員
会 

わ
が
町
か
ら
～
日
置
市
教
育
委
員
会 

 

第
33
回

 

南
九
州
市
の
文
化
財
を
巡
る 

本
島
の
固
有
種
で
あ
る
宝
カ
ブ
は
、
古
来

よ
り
島
民
の
重
要
な
食
料
と
し
て
各
家
庭

で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
と

と
も
に
栽
培
量
は
減
少
し
、
現
在
で
は
種
子

も
栽
培
法
も
失
伝
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
小
宝
島
学
園
で
は
昨
年
度
か
ら 

 
 

        

個
収
穫
で
き
ま
し
た
。 

今
年
は
作
付
面
積
を
増
や
し
、
た
く
さ
ん

収
穫
し
て
、
皆
で
給
食
で
食
べ
よ
う
と
児
童

生
徒
が
一
生
懸
命
に
世
話
を
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

カ
ブ
に
は
、
中
央
ア
ジ
ア
系
と
地
中
海
系

が
あ
る
ら
し
い
で
す
。 

事
前
学
習
で
、
湿
ら
せ
た
種
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
に
あ
て
て
系
統
を
見
極
め
る
実
験

を
し
た
と
こ
ろ
、
宝
カ
ブ
は
地
中
海
系
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

し
て
も
、
は
る
か
遠
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
、

い
か
に
し
て
小
宝
島
に
ま
で
届
い
た
の
か
。

平
家
の
落
人
が
持
ち
込
ん
だ
の
か
。
伝
説
の

海
賊
キ
ッ
ド
が
島
を
訪
れ
た
際
に
置
い
て

行
っ
た
の
か
。
ロ
マ
ン
溢
れ
る
話
の
も
と
、

収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

卒
業
式
の
定
番
ソ
ン
グ
「
旅
立
ち
の
日

に
」
が
聞
こ
え
て
く
る
季
節
で
す
。 

支
え
て
く
れ
た
多
く
の
人
に
感
謝
し
力

強
く
羽
ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

令
和
６
年
度
も
地
域
の
貴
重
な
情
報

を
届
け
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 
 

 
(

事
務
局 

田
中
） 

★
大
汝
牟
遅

お

お

な

む

ち

神
社
の
「千
本
楠
」
社し

ゃ

叢そ
う

（
日
置
市 

吹
上
町
）
【
県
指
定
】 

★
知
覧
城
跡
（
南
九
州
市
知
覧
町
）
【
国
指
定
】 

★
清
水
磨
崖
仏
（南
九
州
市
川
辺
町
）
【
県
指
定
】   

の
中
世
城
郭
で
あ
る
知

覧
城
跡
や
断
崖
絶
壁
の

場
所
に
刻
ま
れ
た
約
２

０
０
基
の
清
水
磨
崖
仏

で
は
観
光
公
認
ガ
イ
ド

か
ら
、
丁
寧
に
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
南

薩
地
区
の
貴
重
な
歴
史 

 
伊集院北小学校会場の様子 

♪
明
く
れ
ど
閉
ざ
す 

雲
暗
く 

薄
か
る
か
や 

そ
よ
が
せ
て 

嵐
は
さ
っと 

吹
き
渡
り 

万
馬
い

な
な
く 
声
高
し
♪ 

伊
作
流
鏑
馬

や

ぶ

さ

め 

《
県
指
定
》 

 

当
た
る
ご
と
に
大
勢
の

人
で
賑
わ
う
大
汝
牟
遅

お

お

な

む

ち

神
社
の
馬
場
沿
道
は
歓

声
が
上
が
り
ま
す
。
的
の

平
木
は
、
魔
除
け
の
縁
起

物
と
さ
れ
、
昔
は
人
々
が

競
っ
て
奪
い
合
っ
た
も

の
で
し
た
。 

島
の
伝
統
野
菜
「
宝
カ
ブ
」
の
栽
培 

～
小
宝
島
学
園
～ 

 

 

鹿
児
島
大
学
の
技
術
職

員
の
方
に
種
子
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
、
郷
土

学
習
「
ト
カ
ラ
科
」
の

中
で
宝
カ
ブ
の
復
活
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
度
は
プ
ラ
ン
タ
ー

栽
培
に
取
り
組
み
、
数

【
妙
円
寺
詣
り
の
歌
の
第
１
番

】 

伊
集
院
小
学
校
他
、５

地
域
の
会
場
で
、
令
和
６

年
８
月
21
日
（
水
）
の
午

後
に
行
い
ま
し
た
。今
年

は
、幼
児
か
ら
中
学
生
ま

で
計
２
８
１
人
が
、個
人

の
部
で
は
、
１
番
か
ら 


